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令和２年度　先進的防災技術実用化支援事業

実用化の改良経費
1,000万円（助成率2/3以内）

先行導入時の製造費用
200万円（助成率1/2以内）

展示会出展・広告経費
150万円（助成率1/2以内）

改良・実用化+
普及促進
1,350万円

都市防災力を
高める優れた
防災技術・製品の
実用化を支援します

Tokyo Metropolitan Small and Medium Enterprise Support Center

事業
目的

助成
限度額

自社の優れた防災技術・製品の改良や実用化から改良後の
普及促進まで支援します

助成金

申請募集

助成
内容
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公益財団法人東京都中小企業振興公社　企画管理部 助成課 先進防災事業担当　　〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町３-３ 大東ビル４階

TEL：03-3251-7894・7895　　E-mail  ：josei@tokyo-kosha.or.jp

都内の本店・支店で1年以上継続的に事業を営んでおり、改良の基礎となる技術・製品等を
自社で有する中小企業等（改良の基礎となる技術・製品等は、防災製品でなくても申請可能）

■令和２年度　先進的防災技術実用化支援事業

対象事業者

令和2年4月7日  （火）　　（公財）東京都中小企業振興公社　多摩支社　2階大会議室
（昭島市東町3-6-1）

令和2年4月17日（金）　　（公財）東京都中小企業振興公社　本社3階　第1会議室　　　　　
（千代田区神田佐久間町1-9）

令和2年4月21日（火）　　（公財）東京都中小企業振興公社　城南支社　2階東京都研修室　
（大田区南蒲田1-20-20）

令和2年4月28日（火）　　（公財）東京都中小企業振興公社　本社1階　大会議室
（千代田区神田佐久間町1-9）

令和2年5月13日（水）　　TKP新宿モノリスカンファレンスセンター　カンファレンスルームB1C
（新宿区西新宿2-3-1　モノリスビルB1階）

助成事業説明会
（日時・場所変更になる
可能性がございます）

【申 込 期 間】 令和2年4月7日（火）～6月1日（月）
【申請書提出期間】令和2年6月8日（月）～6月11日（木）

https://www.tokyo-kosha.
or.jp/support/josei/jigyo/
bousai.html

本事業の詳細や募集要項・申請書類のダウンロードは
右記のwebページをご覧ください申請受付

（日時・場所変更になる
可能性がございます）

改良・実用化フェーズ

助成対象期間： 2、3ともに改良・実用化フェーズの完了検査日の翌日から起算して１年以内、
又は令和５年６月30日のうち早いほう

改良・実用化に要する経費助成　
助成限度額：1,000万円（助成率2/3以内）
助成対象期間：令和2年10月1日から最長1年9か月以内

助成内容

防災用ヘルメット
「Curbo（クルボ）」

株式会社谷沢製作所 株式会社トップウォーター
システムズ

株式会社イガラシ

非常時対応型浄水装置
「TOPレスキューROⅡ」

災害対策用エアーマット
「ポンプインエアーマット」

●自然災害　 （地震災害、風水害、火山災害）
●事故災害 　（火災、危険物事故、船舶事故、航空機事故、鉄道事故、原子力事故等）
●その他災害（酷暑害、干害、冷害・寒害、視程不良害、感染症）

対応分野

過去の実用化
事例
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普及促進フェーズ
先導的ユーザーへの導入費用助成　助成限度額 200万円（助成率1/2以内）
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3 展示会出展・広告費助成　助成限度額 150万円（助成率1/2以内）

問い合わせ先

公社　先進防災 検索検索

公社　防災カタログ 検索検索


